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10
年
目
を
迎
え
た
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
は
不
安
な
天
気
の
下
で

始
ま
り
ま
し
た
が
、
日
が
暮
れ
る

と
一
転
、
見
事
な
星
空
が
広
が
り

ま
し
た
。
天
文
台
の
周
囲
に
は
思

い
思
い
に
星
空
を
見
上
げ
る
人
た

ち
。
最
後
は
幻
想
的
な
霧
も
出
て
。

　

定
着
し
た
冬
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
。
来
年
も
企
画
を
練
っ
て
、

ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご
し
い
た
だ
け

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
撮
影
：
竹
内 

裕
美
さ
ん 

友
の
会

会
員
）
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  4 日　火星がかに座のプレセペ星団に接近
13日　月までの距離が今年最遠   
18 日　カシオペヤ座RZ星の明るさ極小　

　

１
月
28
日
に
最
接
近
の
火
星
が

明
る
く
見
え
ま
す
。
観
望
会
の
対

象
と
し
て
は
む
し
ろ
２
月
が
見
ご

ろ
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

視
直
径
は
木
星
の
半
分
ほ
ど
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
な
ゆ
た

望
遠
鏡
な
ら
詳
し
く
表
面
の
観
察

が
で
き
ま
す
。

　

オ
リ
オ
ン
星
雲
や
エ
ス
キ
モ
ー

星
雲
、
ｈ
星
団
と
い
っ
た
星
雲
星

団
は
月
の
な
い
初
旬
か
ら
中
旬
が

絶
好
で
す
。

　

ま
た
縁
起
物
の
カ
ノ
ー
プ
ス
が

観
望
会
中
に
南
中
し
ま
す
。
21
日

と
28
日
に
は
カ
ノ
ー
プ
ス
を
メ
イ

ン
に
し
た
一
般
観
望
会
を
開
催
し

ま
す
。
見
つ
け
る
の
に
自
信
の
な

い
方
に
お
す
す
め
で
す
。
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湯船で交わした「約束」
～遅くなりましたが、はじめまして～

丹羽 隆裕
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ALMAで観測できる
波長域（上 :NAOJ）
とオリオン座を可視
光と電波で観た時の
比較（右 :NRO）。電
波で見ると星が生ま
れるときの材料にな
るガスのかたまりが
２つあることがわか
ります

45mパラボラアンテナを用いた単一
電波望遠鏡（右：NRO 提供）と口
径 2m鏡を用いた光学・赤外線望遠
鏡（上）

☆　
「
電
波
望
遠
鏡
」
っ
て
何

だ
ろ
う
？

　

み
な
さ
ん
は
、「
望
遠
鏡
」
と
聞
い

て
ど
ん
な
も
の
を
連
想
し
ま
す
か
？ 

西
は
り
ま
天
文
台
の「
な
ゆ
た
望
遠
鏡
」

の
よ
う
に
「
鏡
」
で
光
を
集
め
る
も
の

や
「
レ
ン
ズ
」
を
使
っ
て
光
を
集
め
る

も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

で
も
実
は
「
望

遠
鏡
」に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、

宇
宙
空
間
の
何
を
観
測
対
象
に
選
ぶ
か

に
よ
っ
て
、
研
究
者
は
望
遠
鏡
を
使
い

分
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
宇
宙
か
ら

や
っ
て
来
る
「
電
波
」
を
観
測
す
る
た

め
の
「
電
波
望
遠
鏡
」
で
す
。「
電
波
」

    

佐
藤 

友
美

巨
大
電
波
望
遠
鏡
「
Ａア

ル

マ

Ｌ
Ｍ
Ａ
」

　
　
　
　
で
観み

る
宇
宙
の
姿
（
前
編
）

と
い
う
と
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯

電
話
な
ど
電
化
製
品
か
ら
発
せ
ら
れ
る

人
工
的
な
電
波
の
方
が
、
み
な
さ
ん
に

は
な
じ
み
深
い
で
し
ょ
う
か
？ 

で
も
、

宇
宙
か
ら
も
「
電
波
」
は
届
い
て
い
る

ん
で
す
。

☆　
宇
宙
か
ら
届
く
電
磁
波

　

宇
宙
か
ら
は
様
々
な
種
類
の
「
電
磁

波
」
が
や
っ
て
来
ま
す
。
電
磁
波
は
、

波
長
の
長
い
方
か
ら
電
波
、
赤
外
線
、

可
視
光
、
紫
外
線
、
Ｘ
線
、
ガ
ン
マ
線

と
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
20
世
紀
後
半

以
降
の
観
測
天
文
学
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
波
長
区
分
ご
と
に
望
遠
鏡
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
波
長
に
よ
っ
て
、
見
え

る
（
知
る
こ
と
の
で
き
る
）
宇
宙
か
ら

の
情
報
が
違
う
た
め
で
す
。
大
部
分
の

電
磁
波
は
、
地
球
を
取
り
囲
む
大
気
に

よ
っ
て
遮さ
え
ぎら

れ
る
の
で
地
上
に
は
届
き

ま
せ
ん
が
、可
視
光
と
一
部
の
赤
外
線
、

電
波
は
地
上
に
望
遠
鏡
を
設
置
し
て
観

測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
ガ
ン
マ
線

や
Ｘ
線
、
紫
外
線
の
望
遠
鏡
は
宇
宙
空

間
に
あ
り
ま
す)

。
そ
の
た
め
、
世
界

中
に
「
光
学
・
赤
外
線
望
遠
鏡
」
や
「
電

波
望
遠
鏡
」
が
建
設
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

☆　
「
電
波
望
遠
鏡
」
で
何
が

見
え
る
？

　

私
た
ち
が
普
段
、
空
を
見
上
げ
て
目

で
見
る
こ
と
の
で
き
る
星
明
か
り
は
、

波
長
が
４
０
０
〜
７
０
０
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
の
「
可
視
光
」
で
す
。
口
径

２
メ
ー
ト
ル
鏡
を
持
つ
「
な
ゆ
た
望
遠

鏡
」
は
、
可
視
光
や
一
部
の
赤
外
線
を
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観
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
光
学
・
赤

外
線
望
遠
鏡
」
で
す
。
一
方
、「
宇
宙
か

ら
届
く
電
波
」
は
「
可
視
光
」
よ
り
も

波
長
が
長
く
10
〜
0.1
ミ
リ
で
す
。「
電
波
」

は
私
た
ち
の
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、

宇
宙
か
ら
の
電
波
を
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
「
電
波
望
遠
鏡
」
で
観
測
を
す

る
と
、
星
が
生
ま
れ
る
と
き
の
材
料
に

な
る
「
冷
た
い
星
間
ガ
ス
」
の
様
子
を

詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
星

間
ガ
ス
に
混
ざ
っ
て
い
る
塵ち
り

粒
子(

１
ミ

ク
ロ
ン
）
よ
り
も
電
波
は
波
長
が
長
い

の
で
、
塵
粒
子
の
吸
収
を
受
け
ず
に
見

通
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
（
星
は

生
ま
れ
る
と
光
や
赤
外
線
を
出
す
の
で
、

波
数
９
５
０
Ｇ
Hz)

ま
で
、
将
来
的
に

は
10
種
類
の
受
信
機
が
こ
れ
ら
の
ア
ン

テ
ナ
に
搭
載
さ
れ
ま
す
。

☆　
な
ぜ
巨
大
な
電
波
望
遠
鏡

が
必
要
な
の
？

　

望
遠
鏡
が
星
空
の
細
か
い
も
の
を
見

分
け
ら
れ
る
能
力
を
「
分
解
能
」
と
言

い
ま
す
が
、
分
解
能
は
、「
観
測
波
長
÷

望
遠
鏡
の
口
径
」
で
決
ま
り
ま
す
。
電

波
は
、
可
視
光
に
比
べ
る
と
波
長
が
長

い
の
で
、
分
解
能
を
上
げ
る
た
め
に
は

大
き
な
望
遠
鏡
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
大
き
な
単
一
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ

ナ
を
作
る
に
は
技
術
的
な
限
界
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
大
き
な
望
遠
鏡
を
作

り
出
す
工
夫
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
、

「
電
波
干
渉
計
」
と
い
う
方
法
で
す
。
ひ

と
つ
の
大
き
な
ア
ン
テ
ナ
の
代
わ
り
に
、

小
さ
な
ア
ン
テ
ナ
を
広
い
範
囲
に
様
々

に
配
置
す
る
こ
と
で
大
き
な
望
遠
鏡
に

匹
敵
す
る
分
解
能
を
作
り
上
げ
る
の
で

す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
は
、
ア
ン
テ
ナ
の
間
隔
を

最
大
１
８
．
５
キ
ロ
ま
で
広
げ
る
こ
と

で
、
直
径
１
８
．
５
キ
ロ
の
電
波
望
遠

鏡
に
相
当
す
る
分
解
能（
０
．０
１
秒
角
）

専用台車に乗せられて標高 2900mの山麓施設
から 5000mの山頂施設に到着したアンテナ
(ALMA/NAOJ 提供）

光
学
・
赤
外
線
望
遠
鏡
で
観
測
で
き
ま

す
）。

☆　
巨
大
電
波
望
遠
鏡
「
Ａ
Ｌ

Ｍ
Ａ
」

　

現
在
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
が
協
力
し
て
、
南
米
の
チ
リ
北
部
ア

タ
カ
マ
砂
漠
に
あ
る
チ
ャ
ナ
ン
ト
ー
ル

高
原（
標
高
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
）に「
Ａ

Ｌ
Ｍ
Ａ:

ア
ル
マ
」(A

tacam
a Large 

M
illim

eter/subm
illim

eter A
rray

の
略
＝
ア
タ
カ
マ
大
型
ミ
リ
波
・
サ
ブ

ミ
リ
波
干
渉
計
）
と
い
う
巨
大
電
波
望

遠
鏡
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ

の
何
が
ど
の
よ
う
に
巨
大
な
の
か
と
い

う
と
、
望
遠
鏡
の
口
径
が
巨
大
な
の
で

す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

を
80
台
組
み
合
わ
せ
た
「
干
渉
計
方
式
」

の
巨
大
電
波
望
遠
鏡
で
す
。
直
径
が
12

メ
ー
ト
ル
の
ア
ン
テ
ナ
が
64
台
と
、
Ａ

Ｃ
Ａ
（Atacam

a Com
pact Array=

ア
タ
カ
マ
コ
ン
パ
ク
ト
ア
レ
イ
と
呼
ば

れ
る
直
径
12
メ
ー
ト
ル
ア
ン
テ
ナ
４
台

と
直
径
７
メ
ー
ト
ル
ア
ン
テ
ナ
12
台
）

16
台
か
ら
構
成
さ
れ
、
波
長
が
9.6
ミ
リ

（
周
波
数
３
１
．３
Ｇ
Hz)

〜
0.3
ミ
リ(

周

ALMAの建設予定地。南半球の南米チリに建設しています
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ALMAの完成予想図。専用移動台車を用いてアンテナの配置
を変えることができます。運用時には研究目的に最適なアンテ
ナの配置で観測が行われます(ALMA/ESO/NAOJ/NRAO提供 )

日本が製作している 12mの ALMAアンテナ

観
測
を
し
て
デ
ー
タ
を
得
ま
す
。
こ
う

す
る
こ
と
で
、
観
測
地
ま
で
の
移
動
時

間
（
日
本
か
ら
は
飛
行
機
を
乗
り
継
い

で
36
時
間
か
か
り
ま
す
）
や
旅
費
、
観

測
者
に
か
か
る
労
力
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊ 

次
回
後
編
で
は
、「
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
」
観

測
所
の
様
子
を
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
（
さ
と
う
と
も
み
／
嘱
託
研
究
員
）

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

す
ば
る
望
遠
鏡
や
ハ
ッ
ブ
ル
宇
宙
望
遠

鏡
の
10
倍
の
分
解
能
に
も
相
当
し
、
例

え
ば
４
０
０
キ
ロ
先
に
あ
る
一
円
玉
も

見
分
け
ら
れ
る
分
解
能
に
な
り
ま
す
。

☆　
「
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
」
の
建
設
さ

れ
て
い
る
場
所

　

Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
で
は
、
宇
宙
か
ら
や
っ
て

来
る
「
ミ
リ
波
」
と
「
サ
ブ
ミ
リ
波
」

と
呼
ば
れ
る
波
長
域
（
10
〜
0.3
ミ
リ
）

を
観
測
し
ま
す
が
、
こ
の
ミ
リ
波
や
サ

ブ
ミ
リ
波
は
、
地
球
の
大
気
中
に
含
ま

る
山
麓
施
設
（
Ｏ
Ｓ
Ｆ:O

perations 
Support Facilities)

で
行
い
、
専
用

移
動
台
車
（
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
）
で

Ａ
Ｏ
Ｓ
に
運
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
チ
リ

の
首
都
サ
ン
チ
ア
ゴ
に
は
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ

の
本
部
（
日
米
欧
の
合
同
オ
フ
ィ
ス
）

が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
観
測
者
は
直
接
Ａ
Ｏ

Ｓ
に
は
行
か
ず
に
、
日
米
欧
に
そ
れ
ぞ

れ
設
置
さ
れ
る
地
域
セ
ン
タ
ー(

Ａ
Ｒ

Ｃ:ALM
A Regional Center)

か
ら

れ
る
酸
素
分
子
や
水
蒸
気
に
吸
収
さ
れ

や
す
い
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
特

に
サ
ブ
ミ
リ
波
は
、
水
蒸
気
に
よ
る
吸

収
が
大
き
い
の
で
、
水
蒸
気
の
量
が
減

る
、
標
高
が
高
く
乾
燥
し
た
場
所
か
、

気
温
が
と
て
も
低
い
場
所
が
適
し
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
の
よ
う
に
広
い
範
囲

に
望
遠
鏡
を
配
置
す
る
た
め
に
は
、
土

地
が
広
く
て
平
坦
で
あ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
研
究
者
は
、
建
設
地
に
適
し

た
世
界
中
の
候
補
地
を
一
つ
一
つ
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
選
ば
れ
た
の
が
、

南
米
チ
リ
北
部
ア
タ
カ
マ
砂
漠
に
あ
る

標
高
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
チ
ャ
ナ

ン
ト
ー
ル
高
原
だ
っ
た
の
で
す
。
チ
ャ

ナ
ン
ト
ー
ル
高
原
は
、
年
間
降
水
量
が

１
０
０
ミ
リ
以
下
で
天
文
学
に
と
っ
て

は
、
理
想
的
な
環
境
で
す
が
、
酸
素
量

が
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
比
べ
て

半
分
し
か
な
く
、
人
間
に
と
っ
て
は
過

酷
な
環
境
で
す
。

　

そ
こ
で
、
望
遠
鏡
が
設
置
さ
れ
て
い

標
高
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
施
設

（
Ａ
Ｏ
Ｓ:A

rray O
perations Site)

の
他
に
、
ア
ン
テ
ナ
の
組
み
立
て
や
性

能
試
験
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
運
用
支

援
は
、
標
高
２
９
０
０
メ
ー
ト
ル
に
あ
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10年目を迎えた「キャンドルナイト」

　

今
年
も
23
日
に
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

（
冬
の
大
観
望
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
初
め
て
キ
ャ
ン
ド
ル
を
実

施
し
て
今
回
が
10
年
目
に
な
り
ま
す
。
そ

の
後
２
０
０
３
年
に
「
１
０
０
万
人
の
キ

ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
と
い
う
全
国
的
な
運

動
も
始
ま
っ
て
、
２
０
０
４
年
か
ら
賛
同

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
例

年
、
音
楽
（
真
空
管
オ
ー
デ
ィ
オ
）
や
映

画
、
小
講
演
と
観
望
会
の
複
合
企
画
で
す

が
、
今
年
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
や
は
り
楽
器
の

生
音
で
聴
く
音
楽
は
す
て
き
で
し
た
。

（
つ
む
ら
や 

ふ
み
あ
き
／
主
幹
研
究
員
）

圓谷 文明

PM2:00 天文講演会。星の誕生と進化について語る坂
元研究員

PM6:00 オカリナを中心としたアコースティックバン
ド「PATATA」のコンサート風景

PM5:00 今年も灯った 10年目のキャンドルたち。今年は 250 本ほど用意した。この時点では曇り空

天文台北館ミュージアムショップも大盛況。冷えた体
を暖めるお汁粉も配られました
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PM8:00 観望会の時間には不安だった天気も回復。150 人近
いお客さまに星空にキャンドル、くつろいだスローライフを
満喫していただけました



　最近では新しい系外惑星発見のニュースも珍しくなくなりましたが、その中にはわくわく
するようなものもまだまだあります。今回新たに発見が報告された惑星は 4つ。おとめ座
61 星の周囲に 3つ、てんびん座 23 星の周囲に 1つです。おとめ座 61 星もてんびん座 23
星も、質量が太陽とほぼ同じ、温度も太陽より僅かに低いだけで、太陽とそっくりの星です。
おとめ座 61 星の 3惑星の中には、その質量から地球と同じ岩石惑星の可能性があるものが
含まれます。また、てんびん座 23 星では 2006 年に続く 2度目の惑星発見で、こちらは木
星型惑星ですが、公転周期が木星に近く、我々の太陽系と似た振る舞いをする太陽系が形成
される可能性を示唆するものです。系外の太陽系にも様々な性質のものが見付かり、我々の
太陽系と共通する部分の発見も増えてきました。遠からず地球型の生命が生存可能な惑星が
見付かる期待が、また高まりそうです。

　　　「明らかになった太陽風の吹き出し口」　　　　　　時政 典孝

　　  「太陽のそっくりさんにも系外惑星」　 　　　　　　松田 健太郎　  

太陽風の吹き出しが明らかになった磁気境界面（一番右の図の太線）、中央は太陽
面の磁場の様子、左はコロナの様子。D. Baker et al 2009 ApJ 705 926-935 より

DSS によるおとめ座 61
星（左）とてんびん座
23星（右）の画像　提供：
SkyView, NASA

　最近は太陽活動が穏やかでなかなか黒点が出ないとお聞きになった方も多いことでしょ
う。ここ数ヶ月、少しずつ黒点が現れるようになってきました。ところで、北極や南極で観
察されるオーロラは太陽活動と関係あることはご存知でしょうか。オーロラは太陽からの電
気の粒の流れ、太陽風によって発生します。太陽風が太陽のどこから吹き出しているのかが
明らかにされつつあることを、宇宙ＮＯＷ２１５号と２１８号で紹介しました。今回はその
続きの研究成果のお話です。
　今回明らかになったのは、吹き出しているところが、黒点などのある活動領域の端に存在
した磁場の分岐面であったということです。磁場の分岐面とは、Ｎ極とＳ極の磁場が隣り合
う境目のところを指します。この磁場の分岐面は、磁力線のつなぎかえである磁気リコネク
ションの発生しやすい場所です。太陽フレアなどさまざまな
太陽活動の原動力が磁気リコネクションであることが分かっ
てきていますが、地球
へ届く太陽風の原動力
も磁気リコネクション
である可能性が高くな
ってきました。



12月

スタッフ
坂元 誠
主任研究員

▼
１
日
（
火
）
今
年
度
最
後
の
自
然
学

校
観
望
会
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
で
12
月
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
。

先
生
方
は
大
変
な
想
い
を
さ
れ
た
と

思
う
。
そ
れ
で
も
自
然
学
校
が
実
施

さ
れ
た
こ
と
は
本
当
に
喜
ば
し
い
。

▼
３
日
（
木
）
鳴
沢
研
究
員
、
神
戸
新

聞
か
ら
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
関
係
の
取
材
を
受

け
る
。
全
国
同
時
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
の
興
奮
、

ま
だ
ま
だ
冷
め
や
ら
ず
。

▼
５
日
（
土
）
世
界
天
文
年
グ
ラ
ン
ド

フ
ィ
ナ
ー
レ
初
日
に
、
黒
田
、
石
田
、

佐
藤
、
丹
羽
、
田
村
、
斉
藤
、
坂
元

が
兵
庫
県
公
館
へ
。
こ
の
日
は
公
認

イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
た
関
係
者
が
集

い
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
中
心
に
意
見

交
換
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

▼
６
日
（
日
）
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
２

日
目
に
、
黒
田
、
松
田
、
前
野
、
佐

藤
、
竹
内
、
梶
本
、
坂
元
、
そ
し
て

友
の
会
の
松
井
さ
ん
、
ほ
し
ま
る
君

が
出
動
。
会
場
を
兵
庫
県
中
央
労
働

セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
、
一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
、

工
作
教
室
な
ど
が
催
さ
れ
、
７
０
０

名
も
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
坂
元
は

竹
内
推
進
員
、
松
井
さ
ん
と
共
に
企

画
し
た
「
宇
宙
を
駆
け
抜
け
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
」
を
実
施
。
７
名
も
の

有
名
天
文
関
係
者
か
ら
な
る
超
豪
華

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
な
っ
た
。
参
加
者

も
多
く
満
足
。
夜
は
近
隣
の
小
学
校

で
観
望
会
。
こ
ち
ら
も
多
く
の
団
体

が
参
加
し
て
に
ぎ
や
か
。
天
文
台
で

は
九
州
大
学
、
山
岡
さ
ん
の
グ
ル
ー

プ
と
、
圓
谷
、
鳴
沢
両
研
究
員
が
共

同
研
究
観
測
。

▼
10
日
（
木
）
災
害
復
興
で
一
緒
に
行

動
し
た
教
育
委
員
会
と
天
文
台
公
園

の
合
同
忘
年
会
。
鳴
沢
研
究
員
と
私

は
観
望
会
対
応
で
不
参
加
。
残
念
。

師
は
黒
田
園
長
。
午
前
・
午
後
と
２

講
義
。
夕
刻
か
ら
は
前
野
研
究
員
と

自
然
の
家
ス
タ
ッ
フ
、
案
内
人
ら
に

よ
り
、
講
座
の
実
技
試
験
を
実
施
。

▼
14
日
（
月
）
天
文
台
公
園
の
忘
年
会
。

今
年
か
ら
あ
ら
た
に
仲
間
に
加
わ
っ

た
推
進
員
の
み
な
さ
ん
の
歓
迎
会
も

兼
ね
て
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
。
私
は
娘

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
た
め
、
不
参
加
。
残
念
。

▼
15
日
（
火
）
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ａ
Ｏ
＠
サ

イ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
！

な
ゆ
た
望
遠
鏡
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

り
、２
ヶ
月
遅
れ
の
開
始
と
な
っ
た
。

今
週
は
日
本
ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド
協
会

の
坂
本 

強
さ
ん
が
登
場
。

▼
16
日 

（
水
）
鳴
沢
研
究
員
、
３
冊
目

の
著
書
「
宇
宙
か
ら
来
た
72
秒
の
シ

グ
ナ
ル
」
出
版
。

▼
18
日
（
金
）
全
国
同
時
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
の

観
測
結
果
記
者
会
見
。
一
般
市
民

か
ら
も
記
者
会
見
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
の
電
話
が
あ
っ
た
。
金
曜
日
は

＠
サ
イ
ト
公
開
観
測
日
。
兵
庫
県
立

大
学
附
属
高
校
の
生
徒
た
ち
10
名
以

上
が
参
加
。
熱
心
な
生
徒
２
名
が
１

時
過
ぎ
ま
で
観
測
に
つ
き
あ
う
。
坂

本
さ
ん
と
進
路
な
ど
い
ろ
い
ろ
話
を

し
て
い
た
様
子
で
ほ
の
ぼ
の
。
天
気

も
良
く
、
観
測
は
バ
ッ
チ
リ
！ 

終

了
は
朝
の
７
時
と
な
っ
た
。

▼
12
日
（
土
）
松
田
研
究
員
、
新
婚
旅

行
に
旅
立
つ
。
気
を
つ
け
て
ね
ー
。

私
は
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
で

お
こ
な
わ
れ
る
Ｋ
Ｓ
Ｓ
主
催
の
観
望

会
の
場
を
か
り
て
、
は
り
ま
宇
宙
講

座
の
実
技
試
験
に
。
気
温
は
低
く
な

か
っ
た
が
、そ
れ
で
も
夜
は
冷
え
る
。

▼
13
日
（
日
）
は
り
ま
宇
宙
講
座
「
星

の
文
化
に
親
し
む
」
が
加
古
川
市
立

少
年
自
然
の
家
で
実
施
さ
れ
る
。
講 活動日記

▼
20
日
（
日
）
は
り
ま
宇
宙
講
座
「
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
使
っ
て
み
よ
う
」

を
明
石
科
学
館
で
開
催
。
前
野
研
究

員
が
出
向
。

▼
21
日
（
月
）
本
日
よ
り
、
神
戸
大
学

の
グ
ル
ー
プ
が
60
セ
ン
チ
望
遠
鏡
に

独
自
装
置
を
取
り
付
け
観
測
。
丹
羽

研
究
員
が
対
応
。
こ
の
装
置
は
数
年

前
に
な
ゆ
た
望
遠
鏡
に
取
り
付
け
ら

れ
て
試
験
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
グ
ラ
フ
観

測
装
置
の
改
良
版
。

▼
22
日
（
火
）
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
に

全
国
同
時
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
、
通
称
「
さ
ざ

ん
か
計
画
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。

▼
23
日
（
水
）
冬
の
大
観
望
会
。
整
理

券
は
１
４
５
番
ま
で
発
券
。
オ
カ
リ

ナ
コ
ン
サ
ー
ト
も
好
評
。
ほ
し
ま
る

君
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ン
タ
ま
で
出
現

し
た
。
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
10
年
目

に
し
て
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
風
防

パ
ー
ツ
を
投
入
。
乱
流
発
生
を
抑
え

る
優
れ
も
の
で
圓
谷
研
究
員
考
案
。

閉
園
し
職
員
が
帰
宅
す
る
時
刻
に

な
っ
て
も
灯
火
は
消
え
な
か
っ
た
。

▼
26
日
（
土
）
近
赤
外
線
カ
メ
ラ
の
調

整
試
験
観
測
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

上
水
氏
、
ソ
ウ
ル
大
学
の
石
黒
氏
が

来
台
。
28
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
る
予

定
。
圓
谷
、丹
羽
、坂
元
で
装
置
交
換
。

Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
は
中
三
階
へ
お
り
て
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
モ
ー
ド
に
。
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12月のおおなで☆便り　園長　黒田 武彦

■
２
日
、
姫
路
獨
協
大
学
で
初
め
て
の
講
義
。
こ
の
大
学
で
宇
宙
の
話
も
初

め
て
だ
ろ
う
。

■
３
日
、
第
32
回
佐
用
町
議
会
定
例
会
開
会
。

■
４
日
、
明
日
か
ら
県
公
館
で
始
ま
る
世
界
天
文
年
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
会
場
準
備
に
神
戸
へ
。

■
５
日
、
世
界
天
文
年
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
、
海
部
日
本
委
員
会
会
長
挨

拶
や
井
戸
県
知
事
挨
拶
、
感
謝
状
贈
呈
や
表
彰
式
、
座
談
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
が
あ
り
、
大
会
宣
言
で
来
年
以
降
も
活
動
継
続
を
謳
う
。
華
を
添
え

て
く
れ
た
の
が
ア
ク
ア
マ
リ
ン
の
歌
。
夜
は
黒
田
の
進
行
で
懇
親
会
。

■
６
日
、
佐
用
町
の
台
風
９
号
災
害
の
慰
霊
祭
だ
が
、
年
度
始
め
に
日
程
が

決
ま
っ
て
い
て
ホ
ス
ト
役
で
あ
る
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
２
日
目
。
中
央

労
働
セ
ン
タ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
７
０
０
名
ほ
ど
の
参
加
者
で
賑
わ
う
。

■
７ ｰ

９
日
、
佐
用
町
議
会
一
般
質
問
。

■
10
日
、
議
会
本
会
議
。
夜
、
佐
用
町
教
育
委
員
会
と
合
同
忘
年
会
。

■
13
日
、
は
り
ま
宇
宙
講
座
（
星
の
ソ
ム
リ
エ
）
で
加
古
川
少
年
自
然
の
家

へ
。
午
前
、
午
後
３
時
間
ず
つ
「
星
の
文
化
に
親
し
む
」
を
講
義
。
夜
、
高

校
教
科
書
編
集
会
議
。

■
14
日
、
終
日
、
高
校
教
科
書
編
集
会
議
。

■
16
日
、
野
外
活
動
指
導
員
研
修
会
で
淡
路
へ
。
線
香
の
産
地
と
あ
っ
て
、

お
香
作
り
体
験
。

■
17
日
、
県
立
大
学
日
食
ク
ル
ー
ズ
が
ク
ル
ー
ズ
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
の
優
秀
賞

に
選
ば
れ
、
東
京
で
の
表
彰
式
に
出
席
。

■
18
日
、
県
立
大
自
然
研
教
授
会
と
忘
年
会
（
豊
岡
）。

■
19
日
、
恐
怖
の
積
雪
の
中
を
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
で
豊
岡
か
ら
戻
り
、
午
後

の
天
文
楽
セ
ミ
ナ
ー
と
夜
の
観
測
デ
ー
を
行
う
。

■
23
日
、
冬
の
大
観
望
会
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
は
初
め
て
で
感
動
的
。

■
28
日
、
仕
事
納
め
。
楽
し
い
事
、
辛
い
事
の
入
り
混
じ
っ
た
一
年
に
幕
。

   書籍案内

「宇宙から来た72秒のシグナル」

　西はりま天文台の鳴沢研究員によるドキュ
メンタリー。

　1977 年 8 月、一人の科学者が電波信号
を受信した。周波数、バンド幅とも人類
が通信に利用するそれとは異なり、人工
衛星、惑星探査機の存在などを考慮しても
おかしな信号であった。彼は興奮のあまり
手元の観測結果に「Wow!」 と書きなぐっ
た。その後の “META 計画” でも、5 つも
の不可思議な信号が受信された。これらの
信号の謎は今も解き明かされてはいない。
　2009 年 11 月、これらの信号を再受信・
検証すべく全国 30 もの天文台・無線局が集
結した。全国同時 SETI 観測実験『さざんか
計画』である。まさしく世界初。しかし、そ
の前には大きな困難が立ちはだかっていた。

著者：鳴沢 真也（主任研究員）
KK ベストセラーズ
　ISBN：978-4584132104
￥1,500 ＋消費税
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天文台インフォーメーション

＃は友の会会員のみなさんだけへのお知らせです。

　　編集後記　　
　あけましておめでとうございます。昨年
は皆既日食に世界天文年も重なって、国内は
ちょっとした天体ブームになりました。一過
性のものにならぬよう今年もがんばります。

主幹研究員／圓谷 文明

　＃第 119回 友の会例会
日時：3月 13日（土）18：30（受付）
　　　　　　　　　　　　　　　　　～翌朝
費用：宿泊　大人 500 円　子供 250 円
　　　　　　および シーツ代 250 円 /1 枚
　　　朝食　500 円  ( 希望者 )
申込方法：申込表 ( 下表 ) を参考に
電話：0790-82-3886、FAX：0790-82-2258
e-mail：Subject に「Mar」と記入し、
　　　　アドレス「reikai@nhao.go.jp」へ
申込締切：家族棟（別途料金要）2月 13 日（土）
　　　グループ棟泊、日帰り 2月 27 日（土）
◎テーマ別観望会
　未定：次号でお知らせします

例会参加申込表
会員No. 氏名 
宿泊棟　家族用ロッジ・グループ用ロッジ
　　　　　 大人     こども       合計
参加人数　 （　）　　（　）　　　（　）
宿泊人数　 （　）　　（　）　　　（　）
シーツ数　 （　）　　（　）　　　（　）
朝食数　　 （　）　　（　）　　　（　）
部屋割   男 （　）女（　）家族（　）
グループ別観望会の希望コース（　）

　  惑星を全部見よう（一般観望会）
日時：1月 24 日（日）、31日（日）
場所：天文台南館　参加費無料
内容：１年のシリーズを通して太陽系の全て

の惑星を観望します。最終回となる第
３回目は火星を観望します。火星はお
よそ２年２ヶ月に一度、地球との距離
が近くなります。2010 年 1 月 28 日
が今回の最接近となり、距離１億 km、
-1.2 等級でシリウスに次ぐ明るさと
なっています。先着100名様に記念シー
ルをプレゼント。

　宇宙NOWオンライン版
http://www.nhao.go.jp/nhao/misc/now.html

※ 家族棟の申込締切が早くなりました。

　  昼間の星と太陽の観察会
日時：1月 24 日、31日
　　　2月 7日、11日（祝）、14日
　　　11:00 ～ 12:00、13:30 ～ 14:30、
　　　15:30 ～ 16:30
場所：天文台北館
参加無料、申し込み不要
内容：お昼にも望遠鏡を使えば、十分に天体

を観察することができます。60 セン
チ望遠鏡を使って昼間に見える 1等星

をご案内いた
します。また、
太 陽 観 察 専
用の望遠鏡を
使って太陽観
察を行います。

　  長寿星を見よう（一般観望会）
日時：2月 21 日（日）、28日（日）
場所：天文台南館　参加費無料
内容：２月中旬から３月上旬は、りゅうこつ

座のカノープスを観望会の時間帯に見
ることができます。日本からは南の空
の低いところに輝くので、なかなか見
るチャンスがなく、見ることができる
と長生きできると親しまれています。
うまく見つけられるでしょうか？

　  黒田園長の「天文楽セミナー」
日時：2月 20 日（土）15:00 ～ 16:00
場所：天文台南館スタディルーム
参加無料、申し込み不要
内容：黒田園長定年までのロングラン講義。

楽しくて、ちょっとためになる話題を
提供します。今回のお題は？

　 ＃友の会観測デー
日時：2月 20 日（土）19:00 ～
場所：天文台北館４F観測室
要宿泊代、友の会会員限定（要予約 20名）
内容：友の会会員の皆様限定の観測会です。

60cm望遠鏡を利用して天体観望や写
真撮影など、様々な内容を企画してチャ
レンジしています。



おもしろ天文学：巨大電波望遠鏡『ALMA」で観る宇宙の姿（前編）　佐藤 友美
from西はりま：10年目の「キャンドルナイト」　　　　　　　　　　　  圓谷 文明
アストロフォーカス：明らかになった太陽風の吹き出し口　　　　　 時政 典孝
　　　　　　　　　　 太陽のそっくりさんにも系外惑星　　　　　　 松田 健太郎

　

10
年
目
を
迎
え
た
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
は
不
安
な
天
気
の
下
で

始
ま
り
ま
し
た
が
、
日
が
暮
れ
る

と
一
転
、
見
事
な
星
空
が
広
が
り

ま
し
た
。
天
文
台
の
周
囲
に
は
思

い
思
い
に
星
空
を
見
上
げ
る
人
た

ち
。
最
後
は
幻
想
的
な
霧
も
出
て
。

　

定
着
し
た
冬
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
。
来
年
も
企
画
を
練
っ
て
、

ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご
し
い
た
だ
け

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
撮
影
：
竹
内 

裕
美
さ
ん 

友
の
会

会
員
）
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  4 日　火星がかに座のプレセペ星団に接近
13日　月までの距離が今年最遠   
18 日　カシオペヤ座RZ星の明るさ極小　

　

１
月
28
日
に
最
接
近
の
火
星
が

明
る
く
見
え
ま
す
。
観
望
会
の
対

象
と
し
て
は
む
し
ろ
２
月
が
見
ご

ろ
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

視
直
径
は
木
星
の
半
分
ほ
ど
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
な
ゆ
た

望
遠
鏡
な
ら
詳
し
く
表
面
の
観
察

が
で
き
ま
す
。

　

オ
リ
オ
ン
星
雲
や
エ
ス
キ
モ
ー

星
雲
、
ｈ
星
団
と
い
っ
た
星
雲
星

団
は
月
の
な
い
初
旬
か
ら
中
旬
が

絶
好
で
す
。

　

ま
た
縁
起
物
の
カ
ノ
ー
プ
ス
が

観
望
会
中
に
南
中
し
ま
す
。
21
日

と
28
日
に
は
カ
ノ
ー
プ
ス
を
メ
イ

ン
に
し
た
一
般
観
望
会
を
開
催
し

ま
す
。
見
つ
け
る
の
に
自
信
の
な

い
方
に
お
す
す
め
で
す
。


